
枚方市景観基本計画 【改訂版】  第 4章 

（２）第二京阪道路景観軸                

 

○地域景観の課題と方向性 

第二京阪道路は、枚方市と大都市圏とを結ぶ広域的な幹線道路です。

周辺には生駒山系の豊かな緑と閑静な住宅地、大学、津田サイエンス

ヒルズなどが立地し、緑量の多い景観が形成されています。 

今後は山なみの緑への十分な配慮と地域軸にふさわしい景観の育成

が求められます。 

 

第二京阪道路景観軸  区域現況図 
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 景観形成の方針                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二京阪道路景観軸  景観形成概念図 

１．山なみへの眺望とみどりの連続性の確保 

２．交通結節点における良好なランドマークの形成 
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○ 景観形成の方向                             

 

｢生駒山系の山なみに調和する緑豊かな景観形成｣ 

・沿道斜面地に残る樹林の保全や法面の緑化を推進します。 

・道路沿道に整備した街路樹や民有地内の緑化推進を図ります。 

 

 

｢周辺の景観資源や交通の要衝にふさわしい景観づくり｣ 

・国道307号交差部や枚方学研ＩＣ、枚方東ＩＣ等の周辺にランドマークを形成します。 

・周辺資源への進入路となる主要な交差点等において、シンボルツリーやサインシステムなどに

よる特徴づけを行います。 
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第二京阪道路景観軸  景観形成構想図 
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